
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R５年度用）          令和６年１月１６日 

地区名 小合地区 

今
年
度
の
取
り
組
み 

・小合地域福祉懇談会（6/7、1/16） 

・なじらて訪問（７月、１２月） 

・歳末ふれあい弁当配食事業（8/8 地区社協三役と打合せ、10/24 打合せ、11/22 検討会、12/23 実施、

1/16 ふり返り） 

・愛さつ運動(５月、９月) 

・フレイル予防教室(8/30、9/27) 

・クリスマスの集い(12/10) 

 

 

課 

 

題 

・小合地区全１４サロンの内、現在６サロンが休止している状態である。地域活動の経験がない人が多

く、後継者が課題となり運営継続が難しい。 

・サロンの参加者が固定化しており、新規参加者を増やしたい。また、男性の参加者も少ない。 

・サロンが休止している地区への声かけや、サロン同士合同での開催を検討していきたい。 

・一度休止や解散したサロンを再度立ち上げるため、自治会・町内会と連携していきたいが、サロンの

趣旨などの伝え方が難しい。 

・歳末ふれあい弁当配食事業等の見守り活動の中で、認知症の方と会うことができないなど、対応が難

しい状況。 

 

 

評 

 

価 

・なじらて訪問や歳末ふれあい弁当配食事業では、地域で予定している行事の情報提供や、サロンのチ

ラシ配布などを併せて行い、地域での見守り活動のきっかけとなった。また、対象者も訪問に対して

喜んでおり、地域でのつながりを改めて確認できた。 

・クリスマスの集いではサロンと協力し、子どもと保護者の参加による、多世代交流となった。 

・小合小学校の総合学習で子ども達がサロンを立ち上げ、さくら会が参加するという交流を行った。今

後はサロンを通して子ども達との交流の場を増やすことができるか検討したい。 

 

 

活

動

の

様

子 

 

次

年

度

へ

向

け

て 

①悩みを抱えた方の居場所づくりの検討(ひきこもりや不登校などを対象にコミセンでサロンを開催で

きないか) 

②サロン活動の充実・拡大(休止しているサロンの参加者へ、現在運営しているサロンへの参加の声掛

け。自治会・町内会との連携の検討。男性の参加者増加を目指し、行事の見直し・工夫。サロンの合

同開催で地域を越えた活動の検討。) 

③地域間の交流の検討(学校との交流、多世代交流となる行事の検討。) 

 →学校開放など場所の提供や、子どものサロン参加について等検討。 

［参加者］小合コミ協：阿部会長、野瀬山副会長、稲月副会長、澤田副会長、高橋副会長、今井事務局長 

     民生委員：古田会長、田村副会長、大橋委員、小林委員、高橋委員、内藤委員 

     地区社協：鈴木幹事、藤田幹事、大竹幹事、高野幹事、押味幹事、井浦幹事、江口幹事 

          古田幹事、星野幹事、井村幹事   区社協：横山補佐、小林地区担当、吉岡 SC 

なじらて訪問 

歳末ふれあい弁当配食事業検討会 


